
明
治
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十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

発行所

〒
一
〇
五
e

八
四
四
五

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目

二
番
四
号

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局

電 話

03
(3587)
4294

定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

九
月
九
日
付
第
一
九
四
号
一
二

八
ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
一
六
七
号
二
四
ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

五
七
下

二
一
第
百
二
十
五
条

第
百
二
十
五
条
前

段

終
り
か
ら

五
八
上

九
特
定
旧
法
指
定
施

設
支
援

指
定
旧
法
施
設
支

援

〃

〃
〃

八
指
定
知
的
障
害
者

通
勤
寮
を
含
む
。）

」」

指
定
知
的
障
害
者

通
勤
寮
に
お
い
て

行
わ
れ
る
も
の
を

含
む
。）」
と
、」

〃

下

二
指
定
特
定
知
的
障

害
者
授
産
施
設
及

び

指
定
特
定
知
的
障

害
者
授
産
施
設

〃

〃

一
七
を
加
え

に
改
め

終
り
か
ら

三
四

一
四
三
日

十
六
日

終
り
か
ら

八
二

二
使
用

収
用

一
四
二

三
五兵

庫
県
三
木
市
緑

が
丘
町
３
丁
目
1
2

番
地
の
２

神
戸
市
北
区
南
五

葉
１
丁
目
３
番
1
9

号
シ
ャ
ト
ー
タ
カ

ラ
2
0
5号

平成™˜年 月 日 水曜日 第œ˜œ™号官 報
限
定
承
認
公
告

本
籍
愛
知
県
豊
田
市
桜
町
一
丁
目
六
六
番
地
、
最
後

の
住
所
愛
知
県
豊
田
市
東
山
町
二
丁
目
一
五
五
五
番

地
一
市
営
Ｄ
e

一
〇
三
号被

相
続
人

亡

西
山

雄

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
六
月
四
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
五
日
名
古
屋
家
庭

裁
判
所
岡
崎
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
九
日

愛
知
県
豊
田
市
東
山
町
二
丁
目
一
五
五
五
番
地
一

市
営
Ｄ
e

一
〇
三
号

相
続
財
産
管
理
人

西
山

久
子

限
定
承
認
公
告

本
籍
大
阪
市
東
淀
川
区
大
桐
二
丁
目
一
七
番
、
最
後

の
住
所
大
阪
市
東
淀
川
区
大
桐
二
丁
目
一
七
番
三
号

メ
ゾ
ン
ソ
レ
イ
ユ
二
〇
三
号

被
相
続
人

亡

小
倉

裕
子

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
六
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
十
日
大
阪
家
庭

裁
判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権

者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
九
日

大
阪
府
守
口
市
大
庭
町
一
丁
目
一
六
番
四
号

限
定
承
認
者

小
倉

秀
二

限
定
承
認
公
告

本
籍
兵
庫
県
西
宮
市
門
戸
岡
田
町
一
七
七
番
地
、
最

後
の
住
所
大
阪
市
西
成
区
萩
ノ
茶
屋
二
の
二
の
一
三

マ
ン
シ
ョ
ン
ラ
ポ
ー
ル
二
一

四
一
六
号

被
相
続
人

亡

岡
田

利
男

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
四
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
八
日
大
阪

家
庭
裁
判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続

債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
九
日

奈
良
県
奈
良
市
藤
ノ
木
台
二
丁
目
七
e

一
九

相
続
財
産
管
理
人

小
谷
美
佐
子

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
よ
る
債
権
者
保
護
公
告

当
法
人
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
の
総
社
員
の
同

意
に
よ
り
、
名
称
を
一
般
社
団
法
人
長
橋
墓
地
管
理
会
に

変
更
し
て
通
常
の
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
日
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第

二
百
八
十
八
号
（
都
市
計
画
に
関
す
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

平
成
二
十
一
年
七
月
八
日
外
務
省
告
示
第
三
百
六
十
九

号
（
貧
困
農
民
支
援
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
エ
ジ
プ

ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す

る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
（
号
外
第
六
十
四
号
）
公

布
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
六
号
（
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

平
成
二
十
一
年
八
月
七
日
掲
載
の
神
戸
家
庭
裁
判
所
に

係
る
平
成
二
十
一
年
（
家
）
第
九
二
八
号
相
続
財
産
管
理

人
の
選
任
中

（
原
稿
誤
り
）

訂
正
公
告

平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
（
号
外
第
一
八
八
号
）
掲
載

の
関
東
財
務
局
長
に
係
る（

供
託
者
の
商
号

A
sia

R
e
-

so
u
rc
e

P
a
rtn

e
rs株
式
会
社
、
エ
イ
チ
ビ
ー
ケ
ー
・
ア

ジ
ア
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
、
株
式
会
社
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、

S
te
rlin

g
S
ta
m
o
s

C
a
p
ita

l
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t－

J
a
p
a
n株
式
会
社
、バ
デ
ィ
・

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
株
式
会
社
、

H
a
lb
e
rd
ie
r

C
a
p
ita

l

R
e
se
a
rc
h
P
te
.
L
td
.、
株
式
会
社

P
IA

L
A

C
A
P
IT

A
L

M
A
N
A
G
E
M
E
N
T
、株
式
会
社
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
、ユ
ウ
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社
、
ア
ン

ジ
ェ
ロ
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ア
ジ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
エ
ル
エ
ル
シ
ー
）

金
融
商
品
取
引
業
者
営
業
保
証
金

取
戻
し
公
告
中
、「平

成
2
2年
２
月
2
4日

」
と
あ
る
は
「平

成
2
2年
３
月
１
日

」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
よ
る
債
権
者
保
護
公
告

当
法
人
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
の
総
社
員
の
同

意
に
よ
り
、
名
称
を
西
長
野
一
般
社
団
法
人
に
変
更
し
て

通
常
の
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
名
称
変
更
に
つ
き
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
九
月
九
日

京
都
市
西
京
区
大
枝
西
長
町
三
番
地
の
一
六
四

西
長
野
無
限
責
任
中
間
法
人

代
表
社
員

安
井

護

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
九
億
三
千
万
円
減
少
し
、

金
五
億
六
千
八
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
一
年
十
月
十
三
日
で
あ
り
、

社
員
総
会
の
決
議
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
八
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

要
旨
は
平
成
二
十
一
年
四
月
十
四
日
付
官
報
の
号
外
第
八

十
号
九
十
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
九
日

東
京
都
江
東
区
亀
戸
六
丁
目
五
六
番
一
五
号

神
田
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

山
田

智
明

こ
の
名
称
変
更
に
つ
き
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
九
月
九
日

福
島
県
郡
山
市
熱
海
町
長
橋
字
反
田
九
四
番
地
の

二

無
限
責
任
中
間
法
人
長
橋
墓
地
管
理
会

代
表
社
員

長
尾

幸
廣

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
三
十
三
億
四
千
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
一
年
十
月
十
三
日
で
あ
り
、

社
員
総
会
の
決
議
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
八
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

要
旨
は
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
七
日
付
官
報
の
号
外
第

九
十
号
八
十
二
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
九
日

東
京
都
江
東
区
亀
戸
六
丁
目
五
六
番
一
五
号

ジ
ャ
パ
ン
・
ア
セ
ッ
ト
・
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー

ン
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

山
田

智
明

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
係
る
事
項
の
公
告

当
社
は
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
四
日
に
予
定
し
て
い

る
取
締
役
決
定
に
先
立
ち
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法

律
第
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

一
、
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
を
す
る
目
的

当
社
が
利
用
可
能
な
資
金
（
以
下
、「
現
金
余
裕
金
」

と
い
う
。）を
も
っ
て
優
先
出
資
社
員
に
早
期
に
投
下
資

本
回
収
の
機
会
を
与
え
る
た
め
。

二
、
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
を
す
る
要
件

現
金
余
裕
金
の
範
囲
内
で
、
当
社
が
利
用
可
能
な
余

剰
現
金
の
合
計
額
を
上
限
と
す
る
五
万
円
の
整
数
倍
で

取
締
役
が
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
を
決
定
す
る
こ

と
。

三
、
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
を
す
る
時
期

取
締
役
決
定
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
行
う
。

四
、
減
少
す
る
優
先
資
本
金
の
額

金
二
億
一
千
万
円

五
、
消
却
す
る
優
先
出
資
の
種
類

当
社
は
、
Ａ
号
優
先
出
資
及
び
Ｂ
号
優
先
出
資
の
二

種
類
を
発
行
し
て
お
り
、
Ａ
号
優
先
出
資
及
び
Ｂ
号
優

先
出
資
と
も
消
却
す
る
。

六
、
消
却
す
る
優
先
出
資
の
口
数

四
千
二
百
口
（
Ａ
号
優
先
出
資
に
つ
き
三
千
三
百
六

十
口
、
Ｂ
号
優
先
出
資
に
つ
き
八
百
四
十
口
）

七
、
消
却
の
方
法

買
い
入
れ
を
希
望
す
る
優
先
出
資
社
員
の
中
か
ら
優

先
出
資
一
口
に
つ
き
金
五
万
円
で
任
意
買
入
消
却
す

る
。

八
、
消
却
に
要
す
る
金
額

金
二
億
一
千
万
円

九
、
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
の
対
象
と
な
る
優
先
出
資

の
種
類

全
優
先
出
資

平
成
二
十
一
年
九
月
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
八
番
二
一
号

Ｆ
４
Ｏ
１
７
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

š™
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